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立教 188 年

1月号

第 165 号

　　

年 

頭 

挨 

拶

　
　
　

主
事　

遠　

藤　

義　

孝

　

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  
旧
年
中
は
教
区
活
動
の
上
に
ご
尽
力
頂
き
、
誠
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

真
柱
様
は
、
昨
年
の
秋
季
大
祭
の
ご
あ
い
さ
つ
に

お
い
て
、「
三
年
千
日
の
期
間
は
、
動
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
、
年
祭
の
当
日
、
お
ぢ
ば
へ
帰
っ
て
き
て
も
こ
な

く
て
も
、
そ
の
日
を
う
れ
し
い
心
で
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
ま
だ
三
分
の
一
残
っ
て
い
る
三
年

千
日
を
、
勇
み
心
を
奮
い
起
こ
し
て
お
通
り
く
だ
さ

る
よ
う
に
」
と
、
お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。

  　

ご
承
知
の
よ
う
に
能
登
地
方
で
は
、
昨
年
の
元
日

に
大
地
震
が
起
こ
り
、
更
に
９
月
に
は
豪
雨
と
、
２

度
も
大
き
な
災
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県

で
も
昨
年
７
月
に
、
庄
内
、
最
上
地
方
を
中
心
に
犠

牲
者
３
名
を
含
む
、
過
去
最
大
の
被
害
額
に
達
す
る

豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
う
し
た
こ
と
に
対
し
、
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
山
形
教
区
隊
は
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
に
３
回
、

山
形
の
豪
雨
災
害
で
は
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
出

動
（
当
初
の
訓
練
を
実
動
に
変
更
）
を
含
め
て
５
回
、

の
べ
20
日
間
に
及
ぶ
救
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
が
６
月
、
11
月

と
年
２
回
開
催
さ
れ
、
各
支
部
が
独
自
に
管
内
の
よ

う
ぼ
く
を
勇
ま
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
い
ず

れ
も
好
評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
各
部
・
各
会
に
お

い
て
も
教
区
の
年
間
計
画
に
則
し
て
、
適
切
か
つ
速

や
か
に
行
事
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

真
柱
様
が
仰
せ
下
さ
る
「
う
れ
し
い
心
」
で
年
祭

当
日
を
迎
え
る
た
め
の
、
十
分
な
活
動
が
出
来
た
と

は
ま
だ
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
が
、
当
教
区
と
し
て
は
、

精
一
杯
に
活
動
し
た
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　　

世
界
を
見
渡
せ
ば
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
は
未
だ
終
結
せ
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
戦
闘
は
、
中
東
の
他
の
国
々
を
巻
き
込
む
ま
で
に

複
雑
化
し
、
混
迷
を
深
め
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

教
祖
百
四
十
年
祭
ま
で
残
す
と
こ
ろ
一
年
。
ど
う

か
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
活
動
さ
せ
て
頂
き
、「
教

祖
に
ご
安
心
頂
き
、
お
喜
び
頂
け
」
ま
す
よ
う
、
力

を
尽
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
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■
中
央
支
部
で
は
11
月
３
日
、

教
務
支
庁
を
会
場
に
、Blu-

ray

『
け
っ
こ
う
源
さ
ん
』
を

鑑
賞
し
た
。
参
加
者
達
は
、

主
人
公
・
河
原
町
大
教
会
初

代
会
長
深
谷
源
次
郎
先
生
が
、

心
か
ら
教
祖
を
お
慕
い
し
、

繋
が
る
信
者
さ
ん
達
を
何
よ

り
も
大
切
に
し
た
信
仰
姿
勢

に
強
く
感
銘
を
受
け
た
様
子
だ
っ
た
。
そ
の
後
、

手
作
り
の
芋
煮
と
お
に
ぎ
り
で
昼
食
を
と
り
、

思
い
思
い
に
歓
談
し
た
。
参
加
者
数
は
69
名
。

　
　
　
　
　
（
藤
原
隆
宏
・
道
友
社
支
部
社
友
）

■
米
沢
支
部
で
は
11
月
３
日
、
置
賜
分
教
会
に

33
名
の
よ
う
ぼ
く
ら
が
参
集
し
た
。
自
主
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、「
信
仰
の
上
で

あ
な
た
の
大
切
な
も
の
」
と

題
し
て
、
参
加
者
同
士
で
話

し
合
い
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

高
田
一
徳
・
東
青
心
分
教
会

長
の
お
話
を
聞
き
、そ
の
後
、

芋
煮
と
お
に
ぎ
り
で
昼
食
を

頂
き
、
最
後
に
昨
年
秋
季
大

祭
で
の
真
柱
様
の
ご
あ
い
さ
つ
の
録
音
を
拝
聴

し
た
。　
　
　
　
　
（
諸
橋
正
史
・
支
部
社
友
）

　
■
置
賜
支
部
で
は
、
教
祖

130

年
祭
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
「
年

祭
の
歌
で
振
り
返
る
」
を
視

聴
。
60
年
祭
か
ら

130
年
祭
ま

で
の
年
祭
の
歌
や
当
時
の
親

里
の
様
子
、
帰
参
者
の
声
な

ど
に
触
れ
た
。
そ
の
後
、
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
を
は
さ
ん
で
か
ら
、
４
～
５
名
の

班
に
分
か
れ
、「
元
一
日
を
振
り
返
る
」
を
テ
ー

マ
に
40
分
程
の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
を
設
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
武
者
眞
・
支
部
社
友
代
理
）

■
鶴
岡
田
川
支
部
で
は
、
11
月
３
日
、
荘
内
分

教
会
を
会
場
に
開
催
。
少
年

会
員
も
含
め
て
37
名
が
参
加

し
、
ね
り
あ
い
を
行
っ
た
。

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
お
ぢ
ば
帰
り
の
思
い
出

や
お
道
を
信
仰
し
て
良
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、

賑
や
か
に
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
た
。　
　
（
鈴
木
伸
次
・
支
部
社
友
）

■
酒
田
飽
海
支
部
で
は
11
月
３
日
、
飽
海
分
教

会
に
て
、
お
さ
づ
け
の
取
り
次

ぎ
方
の
勉
強
を
行
っ
た
。
始
め

に
、
支
部
長
と
係
員
が
実
際
に

取
り
次
い
だ
後
に
、
参
加
者
同

士
が
ペ
ア
を
組
み
、
お
互
い
に

取
り
ぎ
合
っ
た
。
そ
の
後
、
道

友
社
が
編
集
し
た
修
養
科
を
紹

介
す
る
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、
今

後
の
年
祭
活
動
に
更
に
勢
い
を
付
け
る
よ
う
、

呼
び
掛
け
を
行
っ
た
。
参
加
者
数
は
20
名
。

　
　
（
牧
野
啓
道
・
支
部
情
報
ね
っ
と
担
当
者
）

■
中
央
西
支
部
は
11
月
４
日
、
左
澤
分
教
会
を

会
場
に
、
お
さ
づ
け
の
取
り
次
ぎ
合
い
を
行
っ

た
。
参
加
者
は
皆
熱
心
に
取
り
組
み
、
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。
続
い
て
、
ゴ
ミ
箱
と
お
む

つ
処
理
用
の
袋
を
新
聞
紙
で
作
り
、
短
時
間
に

百
個
以
上
を
完
成
さ

せ
、
後
日
、
支
部
内

に
あ
る
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
届
け
た
。

　
（
藤
野
徹
支
部
長
）

第
３
回　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
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■
災 

救 

隊

（
佐
々
幸
雄
隊

長
）

　

11
月
26
日
か

ら
27
日
に
か
け

て
、
天
理
・
白

川
地
区
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た

山
林
整
備
ひ
の

き
し
ん
に
５
名
が
出
動
し
ま
し
た
。
結
隊

式
の
後
、
小
雨
の
降
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
参
し
た
刈
払
い
機
を
使
っ
て
除
草
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
翌
27
日
も
午
前
中
い
っ

ぱ
い
、
前
日
同
様
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
川
地
区
は
例
年
、
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
の

コ
ー
ス
の
一
部
と
な
り
、
地
区
内
の
野
球

場
は
全
教
野
球
大
会
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
本
部
隊

ほ
か
26
教
区
隊

に
よ
り
、
広
大

な
エ
リ
ア
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
者
　

　

松
本　

真
・

　

教
区
隊
隊
員

－３－

各会の活動報告
■
青
年
会
（
佐
藤
昭
太
郎
委
員
長
）

　

10
月
14
日
、
浜
中
海
岸
（
酒
田
市
）
に
て

ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ゴ
ミ
拾
い
」
の
ル
ー
ル

に
則
り
、
ひ
の
き
し
ん
を
行
い
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
ゴ
ミ
拾
い
と
は
、制
限
時
間
内
に
拾
っ

た
ゴ
ミ
の
量
と
質
で
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て

い
く
競
技
で
、
当
日
は
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

競
い
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ス
報
道
な
ど
で
見
聞

き
す
る
「
海
洋
ゴ
ミ
」
を
実
際
に
手
に
取
り
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、庄
内
空
港
近
く
の
「
庄

内
夕
日
の
丘
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
」
に
移
動
し
懇
親

会
を
行
い
、
空
港
を
発
着

す
る
飛
行
機
に
手
を
振
り

な
が
ら
、
夕
暮
れ
前
ま
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
み
ま

し
た
。
参
加
者
は
青
年
会

員
５
名
、
そ
の
他
９
名
の

計
14
名
で
し
た
。

報
告
者
　

　

中
村
祐
太
郎
・

　

教
区
青
年
会
副
委
員
長

■
学
生
担
当
委
員
会
（
松
本
真
委
員
長
）

　

10
月
５
日
、
学
生

の
集
い
「
ま
な
び
ば
」

を
鶴
岡
分
教
会
を
会

場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
高
校

生
が
対
象
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
は
大
学
生
、

専
門
学
校
生
、
大
学

院
生
も
対
象
者
と
な

り
、
同
じ
地
域
に
住

む
学
生
同
士
が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
お

道
の
教
え
に
触
れ
、
日
常
生
活
に
活
か
せ

る
よ
う
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
お
や
さ
ま
～
心
明
る
く
～
」

を
テ
ー
マ
に
、「
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
∞
カ
ー
ド
」

を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、「
コ

コ
ロ
ア
カ
ル
ッ
ク
」
と
い
う
教
材
を
使
い
、

教
祖
伝
逸
話
篇
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
本
委
員
長
の
お
話
を
お
聞

き
し
、
夕
づ
と
め
の
後
、
夕
食
会
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
高
校
生
１
名
、
担

当
者
・
そ
の
他
９
名
で
し
た
。

　
報
告
者
　

　
　

後
藤
孝
一
・
教
区
学
担
副
委
員
長　
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【
訃
　
報
】

松
岡
　
八
重
氏　

山
野
邉
分
教
会
七
代
会
長
夫

人　
（
名
古
屋
大
）
が
11
月
１
日
出
直
さ
れ
た
。 

享
年
62
歳
。　

中
央
支
部

 
教
務
支
庁
日
誌
　

９
月

　

１
日　

災
救
隊
戸
沢
村
豪
雨
災
害
本
部
出
動

　

２
日　

主
事
会　

教
区
例
会   

婦
人
会
例
会

　

３
日　

布
教
部
例
会

　

６
日　

中
央
支
部
例
会
、
同
婦
人
会
例
会

　

7
日　

災
救
隊　

戸
沢
村
豪
雨
災
害　
　
　

　
　
　
　

第
３
次
隊
出
動

　

９
日　

災
救
隊　

戸
沢
村
豪
雨
災
害

　
　
　
　

第
４
次
隊
出
動　

　

22
日　

女
子
青
年
例
会

　

28
日　

中
央
、
中
央
西
支
部
婦
人
会

　
　
　
　

み
ち
の
だ
い
育
み
塾

　

29
日　

中
央
支
部
神
名
流
し
・
路
傍
講
演

10
月

　

2
日　

主
事
会　

教
区
例
会　

婦
人
会
例
会

　
　
　
　

災
救
隊
例
会

　

６
日　

中
央
支
部
例
会
、
同
婦
人
会
例
会

　

20
日　

女
子
青
年
例
会

11
月

　

１
日　

主
事
会　

教
区
例
会　

婦
人
会
例
会   

　

３
日　

中
央
支
部　

よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日

　

６
日　

中
央
支
部
例
会

　

８
日　

教
務
支
庁
舎
雪
囲
い
・

　
　
　
　

植
木
雪
吊
り
ひ
の
き
し
ん

　

24
日　

女
子
青
年
例
会　
　
　
　
　
　
　
　

　

30
日　

雅
楽
初
心
者
講
習
会　

青
年
会
例
会

　
　
　
　

災
救
隊
例
会

12
月

　

１
日　

た
す
け
推
進
委
員
会
議　

主
事
会　

　
　
　
　

教
務
支
庁
舎
大
掃
除

　

２
日　

教
区
例
会　

地
方
委
員
会

　

６
日　

中
央
支
部
例
会
、
同
婦
人
会
例
会

藤
原
　
八
重
子
氏　

羽
前
尾
山
分
教
会
三
代
会

長
夫
人　
（
名
古
屋
大
）
が
11
月
19
日
出
直
さ
れ

た
。 

享
年
90
歳
。　

中
央
支
部

山
田
　
東
助
氏　

羽
前
時
田
分
教
会
二
代
会
長

（
名
古
屋
大
）
が
12
月
３
日
、
出
直
さ
れ
た
。 

享
年

102
歳
。　

米
沢
支
部

髙
橋
　
日
出
子
氏　

莊
鶴
分
教
会
二
代
会
長
夫

人　
（
名
古
屋
大
）
が
12
月
25
日
出
直
さ
れ
た
。 

享
年
87
歳
。　

鶴
岡
田
川
支
部

　

山
形
楽
奏
で
は
11
月
30
日
、
教
務
支
庁
を
会

場
に
「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
・
龍
笛
の
部
」
を

開
催
し
、
４
名
の
受
講
者
の
方
々
が
お
集
ま
り

下
さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
村
山
分
教
会
長
・
髙
橋
惣
一
先
生

が
講
師
を
お
務
め
下
さ
い
ま
し
た
。
雅
楽
の
基

本
的
な
演
奏
姿
勢
の
説
明
の
後
、
参
考
の
動
画

を
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
な
が
ら
、平
調
「
越

天
楽
」
の
唱
歌
や
、
管
の
吹
き
込
み
の
練
習
を

行
い
ま
し
た
。
４
名
の
う
ち
３
名
は
少
年
会
員

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
特
別
に
用
意
し
た
初
心

者
向
け
の
樹
脂
製
の
管
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
音
を
出
す
の
が
難
し
く
、
苦

労
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
丁
寧

な
ご
指
導
の
お
陰
で
次
第
に
曲
に
合
っ
た
音
が

出
せ
る
よ
う

に
な
り
、
雅
楽
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
な
が

ら
、
最
後
ま
で
熱
心

に
取
り
組
ん
で
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
報
告
者

　
　

藤
野　

徹
・

　
　

山
形
楽
奏
代
表

雅楽初心者講習会


